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荒
木
詩
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

市
は
、
高
齢
者
等
の
見
守
り

活
動
を
拡
充
す
る
た
め
、
多
く

の
事
業
所
等
と
地
域
見
守
り
活

動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、

個
人
宅
を
訪
問
し
た
事
業
者
が

訪
問
先
で
異
変
を
感
じ
た
場
合

に
通
報
を
受
け
ら
れ
る
体
制
と

な
っ
て
い
る
。
市
内
に
は
同
様

の
体
制
を
自
主
的
に
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
る
地
域
団
体
が

主
体
的
に
活
動
し
た
い
団
体
と
の
協
力
は

個
々
の
地
域
に
合
っ
た
連
携
を
図
る

地域見守り活動

あ
る
が
、
市
は
そ
の
よ
う
な
団

体
と
協
力
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

答　

市
と
し
て
は
、
自
治
会
や

住
民
が
主
体
的
に
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
個
々
の
地
域
に
合
っ

た
連
携
を
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
各
地
域
の
団
体

と
関
係
機
関
や
行
政
が
話
し
合

い
、
個
々
の
地
域
に
合
っ
た
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

秋
本
の
り
子
議
員
（
無
所
属
・
市
民
）

　

平
成
24
年
に
お
け
る
認
知
症

高
齢
者
数
は
約
５
５
０
万
人
に

も
上
る
と
い
わ
れ
る
。
本
市
で

は
認
知
症
高
齢
者
に
対
し
、
ど

う
対
策
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

在
宅
で
の
看
取
り
を
視
野
に
入

れ
た
介
護
と
医
療
の
連
携
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

市
は
認
知
症
対
策
と
し
て
、

施
設
を
整
備
す
る
他
、
認
知
症

認
知
症
と
在
宅
看
取
り 

市
の
対
策
は

地
域
や
多
職
種
間
の
連
携
を
図
る

介護と医療の連携

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
等
を
通

じ
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
い
、
地
域
全
体
で
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
自
宅
で
の
最
期

を
望
む
声
が
増
え
、
在
宅
ケ
ア

に
お
い
て
も
看
取
り
へ
の
理
解

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
情
報
提

供
と
共
に
、
医
療
・
介
護
に
携

わ
る
他
職
種
間
の
連
携
が
図
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

大
場　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

近
年
、
地
域
と
の
か
か
わ
り

の
希
薄
化
等
で
子
育
て
に
不
安

を
抱
く
親
が
増
え
て
い
る
が
、

市
北
東
部
に
は
子
育
て
世
帯
が

相
談
で
き
る
窓
口
が
少
な
い
。

ま
た
、
障
が
い
者
や
そ
の
家
族

も
市
北
東
部
に
相
談
窓
口
が
な

く
困
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
大

柏
出
張
所
内
に
、
子
育
て
相
談

室
や
障
が
い
者
相
談
室
を
設
置

大
柏
出
張
所
に
相
談
窓
口
の
設
置
を

ア
ン
ケ
ー
ト
で
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
検
討

子育て・障がい者相談室

す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

他
団
体
の
利
用
を
考
慮
し
、

大
柏
出
張
所
を
子
育
て
相
談
窓

口
の
ひ
と
つ
と
し
て
活
用
し
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
障
が
い
者
相
談
窓
口

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
よ
り
障
が
い
者
等

の
意
見
を
聴
き
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
上
で
、
関
係
部
署
と
の
協

議
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

湯
浅
止
子
議
員
（
無
所
属
・
市
民
）

　

市
長
は
政
策
の
一
つ
に
北
部

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
掲
げ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
英
国
プ
レ

ミ
ア
リ
ー
グ
名
門
チ
ー
ム
の
常

設
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
誘
致
に
関
す
る
市
の
考
え
を

問
う
。
ま
た
、
北
市
川
ス
ポ
ー

ツ
タ
ウ
ン
整
備
構
想
に
つ
い
て
、

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

市
と
し
て
は
、
ス
ク
ー
ル

ス
ク
ー
ル
誘
致 

施
設
構
想 

市
の
考
え
は

早
期
開
校
を
支
援 

整
備
内
容
早
急
に
検
討

北部地域のスポーツ振興

の
誘
致
は
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
や

子
ど
も
の
夢
を
育
て
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
早

期
開
校
に
向
け
、
周
知
等
様
々

な
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
北
市

川
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
整
備
は
重

要
な
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
体
育
館
を
含

む
施
設
の
種
別
、
規
模
、
配
置

等
、
こ
れ
ま
で
の
要
望
等
も
踏

ま
え
、早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

松
葉
雅
浩
議
員
（
公
明
党
）

　

外
環
道
路
か
ら
成
田
市
に
至

る
北
千
葉
道
路
に
つ
い
て
、
北

千
葉
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
稲

越
町
、
大
町
を
経
て
鎌
ケ
谷
市

ま
で
の
市
内
区
間
は
、
都
市
計

画
決
定
か
ら
既
に
40
年
以
上
が

経
過
し
た
。
外
環
道
路
一
般
部

の
説
明
会
で
も
、
北
千
葉
道
路

に
関
す
る
質
問
が
出
て
い
る
。

市
内
区
間
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

市
内
未
着
手
区
間
の
進
捗
状
況
は

連
絡
調
整
会
議
を
設
置 

早
期
実
現
に
協
力

北千葉道路

答　

北
千
葉
道
路
の
市
川―

鎌

ケ
谷
区
間
約
９
・
５
km
は
現
在

未
着
手
だ
が
、
平
成
24
年
３
月

に
は
国
、
県
及
び
沿
線
市
で
構

成
す
る
北
千
葉
道
路
連
絡
調
整

会
議
が
設
置
さ
れ
、
着
手
に
向

け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

県
は
未
着
手
区
間
周
辺
の
環
境

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
市
と

し
て
も
、
早
期
実
現
に
向
け
国

や
県
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

守
屋
貴
子
議
員
（
民
主
・
連
合
・
社
民
）

　

市
は
、
本
八
幡
駅
北
口
地
区

の
市
街
地
再
開
発
等
、
複
数
の

事
業
で
街
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
が
、
京
成
八
幡
駅
周
辺
に
つ

い
て
は
踏
切
付
近
の
危
険
性
や

混
雑
等
へ
の
対
策
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。
安
全
が
確
保
さ
れ
た

街
づ
く
り
を
全
体
的
に
進
め
る

た
め
に
は
、
京
成
電
鉄
を
交
え

て
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

更
な
る
連
携
を
積
極
的
に
働
き
か
け
る

京成八幡駅周辺の街づくり

と
考
え
る
。市
の
考
え
を
問
う
。

答　

京
成
八
幡
駅
の
周
辺
に
は

踏
切
が
５
箇
所
あ
り
、
既
に
一

部
の
踏
切
に
つ
い
て
は
京
成
電

鉄
と
安
全
対
策
等
に
関
し
て
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
京
成
電
鉄
に
対
し
て
は
、

市
が
実
施
す
る
施
策
へ
の
協
力

を
依
頼
す
る
等
の
連
携
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
度
か
ら
積
極
的

に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

佐
藤
幸
則
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

江
戸
川
上
流
部
の
堤
防
に
は
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、四あ

ず
ま
や阿

、

桜
並
木
等
、
憩
い
の
空
間
が
作

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
田
尻
・

高
谷
地
区
の
堤
防
に
は
、
散
歩

を
す
る
人
が
休
む
ベ
ン
チ
や
木

陰
等
の
憩
え
る
空
間
が
な
い
。

本
地
区
に
お
け
る
緑
地
等
の
整

備
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

堤
防
の
天て

ん

端ば

は
ベ
ン
チ
等

上
部
を
利
用
し
て
憩
い
の
空
間
の
整
備
を

堤
防
脇
の
盛
土
等
、検
討
を
進
め
る

江戸川堤防

の
常
設
が
管
理
上
認
め
ら
れ
な

い
た
め
、
休
憩
施
設
等
の
整
備

に
は
堤
防
の
市
街
地
側
を
盛
土

し
て
幅
を
広
げ
る
等
、
場
所
の

確
保
が
必
要
に
な
る
。
国
が
盛

土
し
た
部
分
に
整
備
し
た
箇
所

は
あ
る
が
、
実
施
に
は
沿
川
で

実
施
す
る
他
事
業
と
の
連
携
が

必
要
な
た
め
、
沿
川
の
土
地
利

用
を
注
視
し
て
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

京
成
電
鉄
を
交
え
全
体
的
な
街
づ
く
り
を

街 づ く り

中
村
義
雄
議
員
（
公
明
党
）

　

地
下
鉄
東
西
線
南
行
徳
駅
は
、

地
域
の
顔
で
あ
り
街
づ
く
り
の

核
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
。
開

業
か
ら
32
年
が
経
ち
、
駅
舎
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
行
わ
れ

た
が
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ

い
て
も
魅
力
あ
る
景
観
の
再
整

備
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。
市

の
基
本
的
な
考
え
方
は
ど
う
か
。

答　

南
行
徳
駅
前
は
、
景
観
基

本
計
画
で
は
駅
前
商
業
地
ゾ
ー

ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

人
々
が
交
流
す
る
空
間
と
し
て

の
「
都
市
の
広
場
機
能
」
に
ふ

さ
わ
し
い
景
観
を
備
え
る
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。
駅
前
広

場
内
に
ベ
ン
チ
の
設
置
を
前
向

き
に
検
討
す
る
他
、
花
壇
の
整

備
や
散
水
栓
の
設
置
を
考
え
て

お
り
、
駅
前
の
景
観
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

景観まちづくり
南行徳駅前 再整備の考え方は

都市の広場にふさわしい景観に

南
行
徳
駅
前
広
場

スポーツ

道 路 交 通

福 祉

西
村　

敦
議
員
（
公
明
党
）

　

平
成
25
年
12
月
施
行
の
改
正

道
路
交
通
法
で
、
自
転
車
の
路

側
帯
通
行
は
左
側
に
限
定
さ
れ

た
。
事
故
減
少
の
た
め
の
ブ
ル

ー
レ
ー
ン
（
自
転
車
走
行
指
導

帯
）
は
、
他
自
治
体
で
も
安
全

性
の
向
上
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、

本
市
で
も
有
効
と
考
え
る
。
26

年
度
の
モ
デ
ル
事
業
的
な
実
施

に
つ
き
、
市
の
見
解
を
問
う
。

ブ
ル
ー
レ
ー
ン
の
モ
デ
ル
的
設
置
を

道
路
実
態
に
合
っ
た
整
備
手
法
を
検
討

自転車の安全走行

答　

自
転
車
通
行
空
間
の
整
備

形
態
に
は
ブ
ル
ー
レ
ー
ン
の
設

置
を
含
む
３
つ
の
手
法
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
が

あ
る
。
ま
ず
は
車
線
や
路
肩
の

幅
等
の
調
査
を
行
い
、
安
全
確

保
の
面
か
ら
も
自
転
車
事
故
の

状
況
等
を
確
認
し
つ
つ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
道
路
に
お
け
る
整
備
の

優
先
性
を
勘
案
し
、
実
態
に
合

っ
た
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。


